
計 画 期 間 

令和２年度～令和１２年度 

富 山 県 家 畜 改 良 増 殖 計 画
 

令和３年３月 

富 山 県



 

目     次 

                                                                       

Ⅰ 家畜改良増殖目標                                               ・・・・・ １ 

 第１ 乳用牛                                                           

     １ 改良の方向                                                   

     (1)  基本的な考え方                                             

      (2)  改良目標                                                   

    (3) その他                                                     

     ２ 増殖目標値の設定                                            

 第２ 肉用牛                                                      ・・・・・ ３ 

   １ 改良の方向                                                     

       (1) 基本的な考え方                                             

       (2)  改良目標                                                   

       (3)  その他                                                     

     ２ 増殖目標値の設定                                               

 第３ 豚                                                           ・・・・・ ５ 

   １ 改良の方向                                                     

       (1) 基本的な考え方                                             

       (2)  改良目標                                                   

       (3)  その他                                                     

     ２ 増殖目標値の設定                                              

                                                                      

Ⅱ 計画の目標時期                                                  ・・・・・ ７ 

                                                     

Ⅲ 種付け又は家畜人工授精の用に供する家畜の雄で優良な血統、 

  能力及び体型を有するものの配置、利用及び更新に関する事項    ・・・・・ ７     

                                    

Ⅳ 家畜体内受精卵移植の用に供する受精卵（以下「家畜体内受精 

  卵」という。）の採取の用に供する家畜の雌で優良な血統、   

能力及び体型を有するものの配置、利用及び更新に関する事項      ・・・・・７ 

 

Ⅴ Ⅲに規定する家畜の雄の生産施設、家畜人工授精施設、 

家畜受精卵移植施設その他家畜改良増殖施設の整備拡充に関する 

  事項                                                                 ・・・・・ ７ 

              

Ⅵ 家畜の能力検定の実施及び改善に関する事項                       ・・・・・ ８ 

 

Ⅶ 講習会、共進会等の開催、その他家畜改良増殖技術の改良及び普 

  及に関する事項                                                      ・・・・・ ８ 



Ⅰ 家畜改良増殖目標                                                 

                                                                     

   食料自給率の向上、自然循環機能の維持等に配慮しつつ、消費者のニーズに対応した畜

産物の供給と品質の向上を図るため、家畜の生産性及び斉一性の向上に重点をおき、遺

伝的能力の改良推進と併せて飼養管理の改善を図ることとし、飼料効率の改善、肥育期

間の短縮などを包括した能力等に関する目標を次のとおりとする。 

 

 第１ 乳用牛                                                          

   １ 改良の方向                                                      

  (1) 基本的な考え方                  

生産コストの低減等による酪農経営の安定と生乳生産の維持拡大を図るために

は、継続した能力・体型の改良を進めるとともに一定の頭数の確保が必要である。 

特に、泌乳能力については、泌乳曲線を平準化させた泌乳持続性が高い乳用牛の

改良を進めるとともに、泌乳能力の向上を図りながら、同時に飼料利用性の向上

と、繁殖性等を改善させ、生涯生産性の向上に努めるものとする。 

 

   (2) 改良目標 

      ア 泌乳能力 

      酪農経営の生産性向上のため、泌乳曲線を平準化させた泌乳持続性が高い乳用

牛への改良を進め、1頭あたりの乳量増加に努める。 

    イ 乳成分 

 消費者ニーズに即した良質な生乳を安定的に確保するため、今後とも乳量を増

加させつつ、乳成分の現行水準の維持を図る。 

    ウ 繁殖能力 

育成時の適正な飼養管理により十分な発育を促しつつ、初産月齢の早期化に努め

る。なお、分娩間隔については、発情観察、乾乳期の飼養管理を適切に行うこと

等により、必要以上の空胎期間の延長を避ける。 

      エ 体型 

         飼養環境に適した体型の斉一化及び体各部の均衡を図る。特に、長命連産性と

の関係が明らかな乳器と肢蹄の改良を重視することで、乳量と併せた生涯生産性

の向上を図る。 

  オ 改良増殖手法 

     （ア）優良牛群の確保及び優良雌牛の増殖の効率化を図るため、乳用牛群の能力 

検定成績の積極的な利活用に努めるとともに、牛群検定の普及・着化を促進す 

る。 

（イ）遺伝資源の多様化に配慮しつつ、遺伝的能力に優れた種雄牛の能力情報の 

積極的な利活用に努めるとともに、候補種雄牛の作出のための後代検定を積 

極的に推進する。                                  

      （ウ）国際競争力の強化及び酪農の安定的な発展に資するため、牛群検定、後代 

検定、登録事業及び体型審査等の各種生産情報の収集・分析体制の整備及び受 



精卵移植、雌雄判別、DNA解析等の技術を活用する。 

       特に、生産者ニーズに応えた改良を効率的に進めるため、総合指数（NTP） 

を用いて遺伝的能力が高い種雄牛に限定した交配に努めるものとする。 

また、ホルスタイン種以外の品種については、消費者ニーズや品種の特性（乳 

成分、粗料利用性等）を活かすため、能力向上に努めるものとする。 

  

    (3) その他                                                          

       本県における貴重な肉資源である乳用種及び交雑種子牛を一定数確保するた 

め、乳用雌牛の能力に応じた選択的利用と肉専用種との交配により、肉用素牛の 

生産を推進する。 

 

 

  ２ 増殖目標値の設定                                                 

 （一社）家畜改良事業団等において、遺伝的能力の高い種雄牛の作出及び精液の供給

が行われること、関連計画等において整理している課題解決が図られることなどを想

定し、目標値を以下に示す。                             

 

       能力に関する目標値                                                   

  品 種 乳 量 乳脂率 無 脂 乳 

固形分率 

乳蛋白 

質 率 

分 娩 

間 隔 

初 産 

月 齢 

 

現 在 

 ﾎﾙｽﾀｲﾝ 

    ㎏ 

 8,062 

 

 

     ％ 

  3.6 

    ％ 

  8.7 

   ％ 

 3.2 

  か月 

 15.0 

 か月 

  25 

 目 標 

（R12年）

度） 

 

 

 

 

ﾎﾙｽﾀｲﾝ  9,000   4.0   8.8 

 

 3.3  13.5   24 

      注：目標の乳量は305日、2回搾乳の成績、乳成分及び繁殖成績については 

牛群検定成績に基づく。 

                                                                       

       乳用牛の飼養頭数に関する目標値                                         

  品 種 飼養頭数 備考  

現 在 

 ﾎﾙｽﾀｲﾝ     1,950 

 

 

経産牛 1,410 

 

目 標 

(R12年度) 

 

ﾎﾙｽﾀｲﾝ     1,978 

 

経産牛 1,360 

  



 第２ 肉用牛                                                          

  １ 改良の方向 

  (1)基本的考え方 

   ア 肉専用種 

     生産コストの低減、現状の脂肪交雑を維持しつつ肉質に配慮した効率的な肥育

    を進めるとともに、初産月齢の早期化、分娩間隔の短縮、人工授精等の受胎率向

    上など繁殖能力の向上に努める。 

     また、雌子牛の保留・導入及び繁殖用雌牛の導入による増頭（繁殖経営の規模

    拡大）等により繁殖基盤の維持・拡大を推進する。 

   イ 乳用種・交雑種 

     品種毎に、より短期間で生産効率を高める飼養管理に向け改善を図る。 

 

  (2)改良目標 

   ア 能力 

   （ア）肥育牛の能力 

     ①肉質に配慮した牛肉の安定生産を図るため、品種特性に応じた飼養管理を行

     い、肥育期間の短縮とともに、飼料利用性など個体の能力に応じた効率的な肥

     育に努める。 

     ②肥育終了月齢の早期化を図るため、繁殖経営では、肥育もと牛の早期出荷に

      努めるとともに、肥育経営においては、肥育もと牛の導入月齢の早期化に努

      める。 

   （イ）雌牛の能力 

     ①繁殖及びほ育能力に優れ、強健で粗飼料利用性及び放牧適性の高いものとし、

      １年１産を目指して生産性の向上に努める。 

     ②育成時の適正な飼養管理により十分な発育を促しつつ、初産月齢の早期化に

      努める。 

     ③育種価等の遺伝的能力評価に基づく選抜と利用により産肉能力等生産性の向

      上に努める。 

   イ 体型 

   （ア）成雌牛については、繁殖性を向上させるため、適度な体積であるものとし、

     過大や過肥は避ける。 

   （イ）肥育もと牛については、肥育段階での飼い直しによる非効率な肥育方法を改

     めるため、過肥は避け、体幅体深及び肋張りに富み、背線が強く肢蹄が強健な

     ものとする。 

   ウ 改良手法 

   （ア）育種価等遺伝的能力評価による優良繁殖雌牛群の整備・増殖等を推進する。 

   （イ）繁殖能力の向上を図るため、発育ステージに応じた飼養管理や分娩後の適正

な栄養管理、適度な運動により、確実な発情発見及び適期授精に努める。 

  (3)その他 

   ア 遺伝的能力を十分に発揮させるために、子牛への十分な粗飼料給与や発育に応



     じた飼養管理、衛生管理の徹底等により事故率の低下に努める。 

   イ 繁殖雌牛における放牧の活用、耕畜連携等による飼料作物や飼料用米・飼料用

稲及び地域の未利用資源の利用を推進する。 

 

   ２ 増殖目標値の設定 

     優良な繁殖雌牛の確保を図るとともに、乳用後継牛の確保に支障を来さない範囲

   での乳用雌牛を活用した受精卵移植などにより、遺伝的能力の高い肉専用種子牛の

   生産や交雑種の生産を促進し、関連計画等において整理している課題解決が図られ

   ることなどを想定し、以下に目標値を示す。 

 

      去勢肥育牛の能力に関する目標数値                                       

                    

                                                                        

       繁殖牛の体型及び能力に関する目標数値                                      

  

品 種 

体   型 繁殖能力  

体 高 胸 囲 かん幅 体 重 初産月齢 分娩間隔 

 現 在 

(Ｈ30年度) 黒毛和種 

   cm 

 130 

    cm 

 187 

    cm 

 47 

    ㎏ 

 487 

   か月 

  24.5 

   か月 

  13.2 

 目 標 

(Ｒ12年度) 黒毛和種  130  190  48  520   23.5   12.5 

     注：１)数値は、成熟時(36ヶ月齢以上)の雌のものである。                       

         2)体重は、適度な栄養状態にある雌牛のものである。ただし、分娩前後を除く。

        

 

      肉用牛の飼養頭数に関する目標値                 

  品 種 飼 養 頭 数  

現 在 

(Ｈ30年度) 

黒毛和種 2,247 

3,460 乳用・交雑種 1,213 

目 標 黒毛和種 2,849  

 (Ｒ12年度) 乳用・交雑種 1,221 4,070  

 

 
 

品 種 

肥育開始時 肥 育 終 了

 時 

１日平均 

増 体 量 

参考 

(肉質等級) 

 

  月齢  体重  月 齢  体 重 

 現  在 

(Ｈ30年度) 

黒毛和種 

乳用種 

交雑種 

か月 

9.2 

7.1 

7.8 

.5 

87.0 

7.0 

kg 

296.0 

293.0 

293.0 

80.0 

280.0 

 

 

か月 

  29.5 

20.4 

26.4 

29.0 

  20.8 

  26.7 

㎏ 

 782 

776 

 827 

744 

  761 

  753 

㎏ 

  0.79 

  1.19 

0.94 

.15 

  0.80 

  4.2 

  2.0 

  2.8 

 目  標 

(Ｒ12年度) 

黒毛和種 

乳用種 

交雑種 

  8.0 

  7.0 

7.0 

6.0 

  7.0 

280.0 

290.0 

290.0 

26.0 

19.0 

25.0 

  790 

780 

830 

40 

  775 

  790 

  0.88 

1.34 

0.99 

0.86 

  1.25 

  1.09 

  4.0 

  2.0 

  3.0 



 

第３ 豚 

 １ 改良の方向    

(1) 基本的な考え方 

    国際化の進展等に対応した豚肉生産を推進するため、純粋種豚、肥育もと豚生産用 

母豚、肥育豚のそれぞれにおいて、繁殖能力、産肉能力等の生産性とともに肉質等 

の品質の向上を図り、特長ある豚肉の生産に向けた改良を推進するものとする。 

 

(2) 改良目標 

ア 能力 

(ｱ)  種豚については、品種の特長に応じた能力の向上に努めるものとする。 

(ｲ) 肥育もと豚の効率的な生産を図るため、連産性等繁殖能力の優れた母豚の生産 

に努めるものとする。                                   

(ｳ) 脂肪量が適度な良質で斉一性の高い豚肉の生産とともに、飼料の利用性の向上 

を図るため、品種等の特性に応じた効率的な肥育により適正な日齢及び体重で 

の出荷に努めるものとする。             

   イ 体型                

能力の向上を支えるため、強健で肢蹄が強く、発育に応じて体各部の均称がとれ、 

供用年数が長く飼養管理が容易なものとする。         

   ウ 改良手法 

(ｱ) 効率的な交雑利用を推進し、高品質豚肉を安定生産するため、産肉能力等が判 

明し、斉一性の高い系統豚の利用に努める。 

(ｲ) 種豚の効率的な改良に資するため、人工授精の普及定着及びＤＮＡ解析等新技 

術の利用に努める。 

  (ｳ)  脂肪量が適度で良質な豚肉の生産を図るため、肉豚の枝肉成績等の積極的な 

利活用に努める。                                    

                                                                    

(3) その他 

消費者に安全で信頼される豚肉生産を確保していくため、ＨＡＣＣＰ方式やオー

ルイン・オールアウトの導入等の衛生対策の推進が重要である。 

また、飼養豚に遺伝的能力を十分発揮させ生産性を向上させるため、飼料設計の 

改善及び適切な飼養スペースや豚舎の環境等豚の快適性に配慮した飼養管理（アニ 

マルウェルフェア）の推進が重要である。 

さらに、特長ある豚肉生産や一層の生産コストの低減を図るため、エコフィード 

や飼料用米の利用促進に努めるものとする。 

 

２ 増殖目標値の設定   

     豚肉の需給動向に即した安定的な養豚経営を行うことを旨とし、関連計画等におい 

て課題解決が図られること、国等で造成された系統豚が円滑に利用できることなどを

考慮して、能力及び体型の目標値を以下の表に示す。 



 

純粋種豚の能力に関する目標数値 

 
品 種 

繁殖能力 産  肉  能  力 

育 成 

頭 数 

子 豚 

総体重 

１日平均 

増体量 

飼  料 

要求率 

ロース芯 

の太さ 

背脂肪層 

の厚さ 

現 在 

(30年度) 

大ﾖｰｸｼｬｰ 

ﾗﾝﾄﾞﾚｰｽ 

ﾃﾞｭﾛｯｸ 

ﾊﾞｰｸｼｬｰ 

頭 

9.1 

10.2 

7.6 

8.0 

㎏ 

54 

59 

43 

45 

ｇ 

1,001 

831 

981 

700 

2.7 

3.9 

3.0 

3.2 

c㎡ 

36 

35 

34 

28 

cm 

2.0 

2.0 

2.2 

1.7 

 

目 標 

(R12年度) 

大ﾖｰｸｼｬｰ 

ﾗﾝﾄﾞﾚｰｽ 

ﾃﾞｭﾛｯｸ 

ﾊﾞｰｸｼｬｰ 

10.6 

11.2 

8.1 

8.5 

63 

64 

45 

47 

1,040 

910 

1,070 

745 

2.7 

3.0 

2.9 

3.1 

38 

35 

35 

30 

2.1 

1.8 

2.0 

1.7 

注: 1)大ヨークシャーについては「タテヤマヨーク」、その他については 

全国平均値 

2)繁殖能力の数値は､分娩後3週齢時の母豚1頭当たりのものである｡ 

3)産肉能力の数値は､雄豚の産肉能力検定(直接検定)のものである｡ 

4)1日平均増体量及び飼料要求率の数値は､体重30㎏から105㎏までの間の 

ものである｡ 

5)ロース芯の太さ及び背脂肪層の厚さは､体重105㎏到達時における体長 

2分の1部位のものである｡                                          

    

 

   肥育もと豚生産用母豚の能力に関する目標数値（全国平均）             

                                        注：育成率は、離乳時のものである。

                                      

     肥育豚の能力に関する目標数値                

 出荷日齢 出荷体重 飼料要求率 

現 在 

(30年度) 

日 

188 

㎏ 

115 2.9 

目 標 

(R12年度) 180 120 2.8 

 
１腹当たり 

生産頭数 
育成率 年間分娩回数 

１腹当たり 

年間離乳頭数 

現 在 

(30年度) 

頭 

11.2 

％ 

89 

回 

2.3 

頭 

22.9 

目 標 

(R12年度) 12.0 94 2.3 25.9 



豚の飼養頭数                            

 飼養頭数 

現 在 

(30年度) 

頭 

     31,200 

目 標 

(R12年度)      27,843 

 

 

 

Ⅱ 計画の目標時期                                                       

   この計画は令和12年度を目標とする。                 

 

                                                                     

Ⅲ 種付け又は家畜人工授精の用に供する家畜の雄で優良な血統、能力及び体型を有する

 ものの配置、利用及び更新に関する事項                                                     

     乳用牛及び肉用牛の改良には、人工授精による優良種雄牛の広域利用をはかることが

 効果的であり、今後とも（社）家畜改良事業団の供給する凍結精液の普及利用を主体と

 し、とくに検定済種雄牛精液の利用促進に努める。                                 

  豚については、全国で造成され能力検定成績の判明した種豚及び日本養豚協会の指定

 する指定種豚場の種雄豚の活用を推進するとともに、検定済み優良種雄豚の精液を用い

 た人工授精技術の普及定着に努める。 

 

 

Ⅳ 家畜体内受精卵移植の用に供する受精卵（以下「家畜体内受精卵」という。）の採取

 の用に供する家畜の雌で優良な血統、能力及び体型を有するものの配置、利用及び更新

 に関する事項                                 

  乳用牛においては、牛群検定の積極的な活用により高泌乳牛等の能力の高い雌を選抜

 するとともに、その受精卵の利用促進を図る。             

  繁殖和牛については、育種価が高い牛の選抜利用を促進する。         

 

 

Ⅴ Ⅲに規定する家畜の雄の生産施設、家畜人工授精施設、家畜受精卵移植施設その他家

 畜改良増殖施設の整備拡充に関する事項 

 （一社）家畜改良事業団精液の本県における取扱機関は１ヵ所とし、円滑な流通を図る。 

  乳用牛及び肉用牛については、県における優良牛及びその受精卵等の供給を図るため、

 大家畜供給センター等改良増殖施設の充実に努める。      

  豚については、優良種豚等の供給を図るため、種畜供給センター等改良増殖施設の充

 実に努める。                                           

 

 



Ⅵ 家畜の能力検定の実施及び改善に関する事項                         

  乳用牛については、牛群検定や登録事業の積極的な推進を図り、牛群検定組合の活動

の促進及び情報分析センター機能の強化を図る。 

  肉用牛については、登録制度及び育種価を活用した牛群の高位平準化を図る。       

豚については、登録制度の活用、優良種豚の利用を推進するとともに、枝肉成績等を 

活用した肥育もと豚生産母豚等の選抜淘汰を推進する。      

 

 

Ⅶ 講習会、共進会等の開催、その他家畜改良増殖技術の改良及び普及に関する事項        

  家畜飼養者の家畜改良意欲の向上と家畜人工授精師等に対する技術普及を図るため、

 種雄畜の選定、優良種雌畜の確保、生産性の向上、血統登録、人工授精技術、受精卵移

 植技術を重点に、県及び関係機関による講習会等を適宜開催するほか、共進会の開催と

 参加に支援する。 

 


